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ナガレヒキガエルB〃んto】Te"〃colaM.Matsuiの新産地＊

南部久男

富山市科学文化センター

Newlocalityofthetoad,Bufo加γ沌刀"colaM.Matsui

HisaoNambu

ToyamaScienceMuseurn

Bufotoγだれ"colaM.Matsuiwasreportedasanewspeciesofthetoadin1976(Matsui,1976).

ItdiffersfromthepopulartoadsinJapan,insomemorphologicalandecologicalfeatures.

Becauseofthecurrentdiscoveryofthenewtoad,itslocalityhasnotyetbeenfully

investigated.Inrecentsurveys,thenewlocalitieswerefoundinIshikawaandToyama

Prefectures,Honshu,Japan.Theformeristhenorthernextremityandthelatteristhe

easternextremityofthedistribution.Thepresentpaperdescribesthedetailsoftheareas

wheretoadswerenewlyfound.Onespecimenwasfoundinthebottomofawaterfall.

Somepartsofthespecimenscollectedweremeasuredforthecomparisonwiththespecimens

formerlyreported.Onesub-adultspecimenhassomewhatdifferentfeaturescomparedwith

thoseofthetypespecimens.

ナガレヒキガエルBufoわγ形邦"colaM.

Matsuiは，松井(1976)によって奈良県大台ヶ

原で発見され,Bufo属の新種として記載され

た。本種は成体や幼生の形態的および生態的

特徴によって既知の日本産のヒキガエルと区

別される。本種の成体は日本産のヒキガエル

の成体に比べ四肢が長く，特に，末端部が発

達していること，鼓膜が小さく，周囲の皮層

との境界が不明瞭なこと，耳線が短いことな

どの特徴を持つ。幼生は頭部や口器が大きい

こと，歯式はII/IIIで，上顎第2歯列が中央

で分断しないことなどの特徴がある(Matsui,

1975)。また，ナガレヒキガエルは既知の止水

産卵性のヒキガエルとは異なり，渓流の流水

中に産卵し，幼生の発生もそこで行なわれる:

現在まで報告されている限り，本種は本州

の近畿地方および中部地方西域の山地に生息
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し，南限は和歌山県大塔山，北限は富山県城

端町山田川源流域まで､，生息地の標高は300

mから1690mにおよぶ。しかしながら，本種

は発見されてまもないため，その生息地は十

分調査されたとはいえず，正確な分布域は把

握されていない。また，詳細な生態や各産地

の標本の形態に関する知見は少ない。

今回，著者は石川県と富山県でナガレヒキ

ガエルの新生息地を確認し，標本を得たので

新生息地の概要と，標本についての計測結果

を報告する。また，富山県で最初の生息地と

して知られる城端町山田川源流域で､採集され

た標本については，既に簡単に報告されてい

るが(植木，1980)，その詳細な計測結果につ

いても併せて報告する。
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forB・Zoγγe冗施CCIα、

Fig.3.Detailsofthepoint2showninFig.2.

●showsanareawherespecimenNo,2己

wasfound．

調査地点と方法

調査地域(Fig.l)の概要は次の通りである。

l･石川県金沢市森本川源流域(Fig.2;Plate

I-A)

本地域は，すでにナガレヒキガエルの生息

が確認されている石)||県白山の北約40kmに

位置し，富山県と県境を接する。富山県IIP]は

医王山県立自然公園に指定されている。本地
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Fig.2.Detailsofthepoint1showninFig.l.

●showsanareawherespecimensNo.21

andNo,22werefound.

Fig.4.Detailsofthepoint3showninFig．1．

●showsanai･eawhereYuasa'sspecimen

wasfound．

域を流れる森本川は清"IJで水量は多<,河床

には段差がいくつもみられる。周辺には通称

三蛇ヶ滝や急峻な鳶岩がみられる。

2．富山県八尾町白木峰(Fig.3;PlateI-B)

白木峰は飛騨高原の延長した高原性の山地

で，頂上周辺は多雪などの原因により森林か

つくられず湿原となってお')，その中に大小

8個の池塘が形成されている（小路・安井，

1978)｡本地域は岐阜県と県境を接し，白木.



ナガレヒキガエルの新産地

集した標本は'0％ホルマリンで固定後体各部

の計測を行い，剖見によって雌雄の判別を行

った。幼生の発生段階についてはRossiの

発生段階(1958)によった。

水無県立自然公園に指定されている。

3．富山県城端町山田川源流域(Fig.4)

山田川は富山県西部を流れる小矢部川の支

流に当たる。本地域は調査地点1の南西約

10kmに位置し，五箇三村の平村と|灘接する。

平村側は五箇山県立自然公園に指定されてい

る。付近には，標高930mの小瀬峠がある。

調査日はそれぞれ1978年7月20日,1979年

8月28日，1979年8月23日である。調査地域

を日中踏査し，ナガレヒキガエルの幼生，亜

成体および成体を採集した。また，ナガレヒ

キガエル以外の両生類の生息も確認した。採

結 果

調査地域lでは標高550mの源流の岩の上

および,水深約50cmの滝壷中よりナガレヒキガ

エルの成体各々l個体を採集した。源流からは

後肢完成期StageXの幼生2個体（体長;2.3

mm,2.2nim)を採集した。また，ハコネサンシ

ョウウオ幼生を確認した。

Table1.Measurements(inmillimeters)andratiosof

specimenscollectedinthenewlocalities.

※ThisspecimeniskeptbyMr.SumitakaYuasa.
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南:：

調査地域2では標高1,560mの通称三段の池

の下にある湿地より，亜成体1個体を採集し

た(PlateII)｡また，同池よりイモリの成体

と後肢の完成したアマガエル幼生を確認した。

登山道横の小さな池からは，後肢完成前のク

ロサンショウウオ幼生を確認した。

調査地域3で､は標高750mの林道横の山腹よ

り成体1個体が採集された。

採集したナガレヒキガエルの標本の体各部の

計測値をTable1に示す。体長は森本川産87.7

mm(RegistrationNo.21),95.5nim(No.22),白木

Ill粂産46.6mm(No.23),山田川産80.1mm(Yuasa's

specimen)である。森本川産の標本(No.22)

は前肢長，後肢長および足長の体長に対する

割合は75.4％，152.0％，56.9％で原記載の標

本の平均より大き<(Matsui,1976),四肢が

特に長いように思われる。また，白木|峰産の

標本(No.23)は前肢長および足長の体長に対

する割合は61.8％，125.5%,41.1%で原記赦

の標本の平均より小さく，頭Ip厨の体長に対-す

る割合も202％とかなり小さい。また，腹部

が大きく体の外観が丸みをおびてきている。

4標本においては何れも鼓膜と周囲の皮I曹と

の境界が不明瞭で，体長に対する鼓膜の長径

はそれぞれ3.2％，38％，3．2％，3．5％であ

る。また，眼と鼓膜の距離に対する鼓膜の長

径(DT/ET)はそれぞれ0.509,1.241,

1.150,0.875で,No.22とNo.23の標本ではlを

越えている。耳線長は体長に対しそれぞれ15．7

%,16.1%,14.6%,16.2%である。

各標本とも全身に小突起が存在するが，特

に四肢の背面に多くみられる。また，森本川

産と山田川産標本の腹部の暗色斑紋は明瞭で

あるが，白木峰産の標本では不明瞭である。

考察

今回の調査で得られた森本川産と山田川産

の標本は，末端部の発達した長い四肢，皮

間との境界が不明瞭な小さな鼓膜および短
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い耳線など，ナガレヒキガエルの典型的な

形態的特徴を持つ。一方，白木峰産の標本は

四肢が短かく，頭部が小さく腹部が発達して

いるため体全体が丸みをおびてみえることか

ら，典型的な標本とはやや異なった感がある≦

これらが亜成体の特徴であるのか，あるいは

個体差によるのかを明らかにするためには，

今後多数の標本を比較検討する必要がある。

ナガレヒキガエルの生息地は，原記載によ

れば石川県白山三シ谷，岐阜県根尾谷大河原，

同県美山町仲越，滋賀県大津市坊村明王谷，

京都府芦生，三重県藤原岳，奈良県大台ヶ原，

同県吉野川上流北股，同県大峰山系稲村ヶ岳，

神童子谷，和歌山県大塔山大杉台の11ヶ〃｢で

確認されているが(Matsui,1976),最近,福

井県打波川上流域，態郷白山麓，日野山中腹，

日野川源流域，百里丘中腹の5ヶ所で確認さ

れた（佐々治,1978)。上記に今回報告した

3ヶ所を加えると，合計19ヶ所でナガレヒキ

ガエルの生息か確認されたことになる。今回

明らかになった石川県森本川源流域は，分布

の北限に当たり，富山県白木峰は分布の東限

に当たる。このように，最近ナガレヒキガエ

の生息地の確認が増加してお')，更に調査が

進むに従って新たな生息地が発見され，分布

域が広がる可能性は大きいと考えられる。
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